日本聖書協会エッセイコンテスト「聖書×時」

幕末から令和へ続く信仰　　2026年6月10日（水）鈴木隆子

私は日本では珍しい、クリスチャン5代目です。私の家族の初代のクリスチャンは江戸時代の幕末の嘉永元年に生まれた高祖母です。高祖母～曽祖父～祖母～母～私と続いています。以前礼拝の時に牧師先生が「クリスチャンだからと言って、苦しいことがないわけではありません」とおっしゃいましたが、まさにその通り！私たち家族には、これでもか、これでもかというほど辛く苦しいことが次々に襲い掛かりました。いくらクリスチャン家系であっても、いくら聖書に「試練と同時に、それに耐えられるように、逃れる道も備えて下さるのである」（コリント人への第一の手紙10章13節）と書いてあっても、あまりに辛過ぎると愚痴も不満も口を突いて出てきます。「神様はどうしてこんなに辛いことばかりお与えになるのですか？世の中には、ここまで辛い思いをせずに人生を送っている人もいるのに」そう思うことが何度も何度もありました。私が幼いころ「たこちゃんは本当に可哀想ね。でも神様は、必ず見ていてくださるからね。必ず守っていてくださるからね」と私に神様を教えてくれて祖母でさえ「たこちゃん。私は不幸の星のもとに生まれたのだと思うの」と言って泣いていました。もし私がクリスチャンでなかったら自分を苦しめた人を恨むだけで済んだでしょうが、クリスチャンであるがゆえに、母と私を苦しめ続けてきた人を許すことができない自分がダメな人間に思えて、余計苦しむこともありました。それでもやはり私たちを救ってくれたのは、信仰であり、聖書の言葉でした。母は外では仕事をバリバリこなす美しい大学講師でしたが、私の前ではよく泣いていました。母の部屋には「神はあなたがたをかえりみていて下さるのであるから、自分の思いわずらいを、いっさい神にゆだねるがよい」（ペテロ第一の手紙5章7節）が貼ってあり、それを見て、母はいつもお祈りをしていました。私は神様に文句を言ってばかりのダメなクリスチャンですが、それでも毎朝「わたしは、決してあなたを離れず、あなたを捨てない」（へブル人への手紙13章5節）のみ言葉を読んで、「何があっても神様が私を見捨てるわけがない」という気持ちを胸に毎日を生きています。江戸～明治～昭和～令和を通じて私たち家族を一つにつないでいるものは、信仰、そして聖書のみ言葉でした。嘉永元年に生まれ、横浜の教会で外国人宣教師さんの英語の通訳をしていた高祖母、第二次世界大戦の敗戦後、自分が経営する満蒙百貨店の全従業員の命と引き換えに、銃殺されることを望んだ曽祖父。そして成績優秀だったのに実の母親に虐待され女中のような扱いを受けてきた祖母。クリスチャンとしての生きざまを見せてくれたこの人たちの好きな聖書のみ言葉は何だったのたのでしょう。私たち5代続くクリスチャン家族は聖書のみ言葉があったから「弱いけれど強く」生きてこられたのだと思います。（1184字）
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